
 

 

 

 じめじめと雨が降ったり、真夏のように晴れが続いたりと、気温の変化が大きい日が続き

ますね。鼻水や咳が多かった子どもたちですが、段々と元気を取り戻してきたようで、園庭

や保育室でたくさん遊ぶ姿があります。 

 今回は地域の方とのかかわる姿や、生き物と触れ合う姿等を紹介していきたいと思います。 

 

◎さつまいもの苗植え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴鹿市立国府幼稚園 

2023 年 6月 29 日 

No.３ 

さくらぐみだより 
 

いってらっしゃい！ 

いってきます！ 

 大きな畑に圧倒され、初めは恐る恐る土に触

っていましたが、段々と楽しくなってきたよう

で、何個も苗を植えていました。 

 保育室に戻ってから秋に収穫できるという話

をすると、期間の長さに驚きながら「早く食べ

たいな」、「こんなに（身長くらい）大きくなっ

たらどうしよう？」と、さつまいもの生長を楽

しみにする様子がありました。 
あ！幼稚園が見える！ 

おおきくなれ！ 

 いちご組さんに見送られながら、うめ組のペアの子と

手を繋いで、幼稚園から少し離れた畑へ出発しました。

いつも子どもたちを見守り、畑のお世話などもしてくれ

ている“畑レンジャー”の皆さんに植え方を教えてもら

い、苗差しをしました。 



◎交通安全教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎歯磨き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 毎日の給食後、めぐみ先生に見守ってもらいながら鏡を見てしっかりと歯磨きをする姿が

あります。とても上手に磨けているとほめてもらいました！歯は一生ものです。乳歯の虫歯

は大人の歯にも影響があると言われています。みんなとても頑張っているので、お家でも見

守ってもらえたらと思います。 

 指導員さんや警察官の方に来ていただき、

交通安全について教えていただきました。 

交通安全の歌に合わせて、 

・手を繋ぐ 

・信号を守る 

・よく見てわたる 

・飛び出さない 

この 4 つが大切だと学びました。 

 めぐみ先生に歯の磨き方について教えても

らいました。虫歯についての絵本を読んでい

ただき、歯の模型を使って磨き方を教えても

らいました。子どもたちは真剣に話を聞く姿

がありました。その後は、実際に歯を自分で

磨きました。 

横断歩道を渡る練習 



 

◎英語教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎父の日制作 

  

 

 

 

 

 父の日の制作では、鉛筆立てを作りました。絵を描くことにも慣れてきたようで、「髪は

この色！」「ほんとは黒だけど、ピンクで可愛くしてあげよ！」などと、思い思いに似顔絵

を描いていました。模様は“マーブリング”で子どもたちが作った世界に一つだけの模様で

す。「喜んでくれるかな？」と渡す日を楽しみにしていました。 

 

◎色水遊び 

5 月のお誕生会で“ばげたくん”が友だちと仲良くなるたびに体の色が変化する様子を楽

しみました。最後に“ばげたくん”に園庭にもたくさんの色があることを教えてもらいまし

た。ある日、うめ組さんが色水遊びをしていたので、みんなで見に行きました。園庭のお花

や葉っぱから様々な色が出てきたり、いい匂いがしたりすることを教えてもらうと、「やっ

てみたい！」と挑戦！「ピンク色になった！」と色が出てきたことに驚いたり、「“ばげたく

ん”みたいに色が変わるかな？」と色を混ぜて変化する様子を楽しんだりしました。 

 

 

 

 

 

 

英語の森先生に来ていただき、体を動かしたり、遊

んだりしながら英語に触れることを楽しみました。聞

き馴染みのない英語を聞いた子どもたちは、「何を話し

ているのだろう？」と少し驚いた顔をしていました

が、イラストに合わせて体を動かしたり、一緒に発音

したりする中で笑顔が増えていきました。「see 

you!」とお別れをした後には「次って明日？」「明日

も来てほしい！」と気持ちを伝える姿がありました。 

何してるの？ 

色が変わった！ 

やってみよう！ 



◎生き物とのふれあい 

 生き物の小さな変化に気付いて見守ったり、どうしてだろうと考えたり、たくさんふれあ

うことを楽しんだりする姿がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蝶々出てき

たね 

蛹から蝶々が出てきた瞬間を見ることができ

ました。こんな風に生まれてくるのだと驚き

ながら、様子を見守る姿がありました。 

何これ？ 

血？ 

水分補給をしていると、蛹がいた場所の下に

赤い液体があるのを発見しました。蛹を見て

みると、中が空っぽになっていました。「蝶々

が出てきた時に、この血もできてきたんじゃ

ない？」と液体について考えていました。 

たくさん 

捕まえたね！ 

１・２・３・・・

３５！ 

手が取れてるよ！ 

大丈夫かな？ あれ？手あるよ？ 

なんだこれ？ 

ザリガニの家を見て「大変だよ！手が

取れてるよ！」と慌てる子どもたち。

見てみると、2 本の手が水の上に浮い

ていました。心配して様子を覗いてみ

ると、ザリガニにはしっかりと両手が

生えていました。実は脱皮をしてい

て、2 本の手は皮だったのです。 

びっくりしたね！ 

入園当初は自分のことで精一杯だった子ども

たちでしたが、段々と園での生活にも慣れ、

周りの様子によく気が付くようになってきま

した。「どうして？」「何で？」「どうなってる

の！？」と、子どもたちが感じる不思議や面

白さに寄り添っていきたいと思います。 



◎水遊び 

 水鉄砲やプールで水遊びをしました。プールはあまり入ったことがないという子が多く、

子どもたちは楽しみな反面、「あの大きなプールに入るってどういうことだろうう？」と少

しドキドキしていたようにも見えました。当日、うめ組さんがプールに入る様子を見せても

らいました。子どもたちはうめ組さんがプールで動物に変身して泳ぐ姿をじっと見ていまし

た。保育室に戻ろうと声をかけると、「早く入りたい！」という声がたくさん聞こえました。 

 プールに入ると、うめ組の真似をしてカエルやラッコになって泳ぐ姿がありました。事前

に様子を見ることができたので、とても安心して楽しむことができたようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プールに入ったのは 15 分程度でしたが、子ども

たちは思い切り楽しむことができたようで、午後

からは少し眠たそうにしている姿もありました。   

これから梅雨が明けて水遊びも本格的になって

いくと思います。遊びに全力な子どもたちなので

すごく体力を使っているのだと思います。お家で

はたくさん食べて、たくさん寝て体力をつけても

らえたらと思います。よろしくお願いします。 かえるになって 

すいすい 

フープくぐり 

みんなで繋がって

電車だ 

シャワー冷たい！ 

たくさんくぐったよ 



〇忍者修行 

 子どもたちは忍者修行にも励んでいます。「赤忍者だ！」「紫忍者だぞ！」などと自分たち

で何色の忍者になるのか決めて、額あても自分たちで作り、忍者に変身！ 

先日、猫忍者（先生）のしっぽを手裏剣忍者（子ども）が取る修行をしました。円陣を組

んで気合十分な手裏剣忍者たちは、日頃の修行の成果もありとても強く、猫忍者はやられて

しまいました。猫忍者も修行が必要だと話していると、「手裏剣忍者も頑張るぞ！」と園生

活の中でも、忍者を意識して過ごす様子が見られるようになりました。忍者のようにゆっく

りと歩いて移動をしたり、給食では苦手な物から食べる秘策を考えてやってみたりと、忍者

のようにかっこよくなろうと努力する姿があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜遊びの様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いざ 修行だ！ 

えいえいおー！ 

出発するよ！ 

長―いバスを作った子どもたち。「出発します！乗っ

て下さい！」と運転手さんが言うと、自分の好きな

物（絵本やぬいぐるみ）を持って乗り込みます。「シ

ートベルトをしてください！」とアナウンスがかか

ると、交通安全教室で教えていただいたように、「カ

ッチャ」とシートベルトをします。全員乗ったら出

発！！みんなで一緒にどこに行くのでしょう？ 

ウレタン積み木を使って自分たちで忍者

の修行コースを作り、ゴールには王様の

椅子を置きました。修行を終え、椅子に

座る王様の前にみんなが集まると、じゃ

んけん大会の始まりです！勝った人は王

様の椅子に座ることができます。自分た

ちで試したり「こうやってしよう！」と

声をかけたりしながら遊びを作っていく

姿があります。 

次はあなたが王様です！ 


